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―　鳥居龍蔵（1870－1953）は、 1939 年から1951年まで家族と共に北京で暮

らし、同地にあった燕京大学・ハーバード燕京研究所の客座教授を務めました。

当時の鳥居の動向については不明な点が多いですが、 当館が収蔵する鳥居の

旧蔵資料から、その一端をうかがうことができます。

　この展示では、中国の人類学者から鳥居に贈られた書籍などを通して、鳥居が

中国の人類学界と交流した様子を紹介します。

徳島県立鳥居龍蔵記念博物館

トピックコーナー

●展示場所　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館　常設展示室  第2展示室内

●開館時間　9:30 ～ 17:00

●休 館 日　毎週月曜日（９月２１日［月・祝］、１０月１２日［月・祝］、１１月２３日［月・祝］は開館）、

　　　　　　　   ９月２４日［木］、１０月１３日［火］、１１月２４日［火］

●観 覧 料　通常の常設展観覧料（一般 200 円、高校･大学生 100 円、小･中学生 50 円）　
　　　　　　   　※祝日・振替休日は無料   ※土・日曜日、夏休み期間は高校生以下無料

　　　　　　　   ※その他各種減免あり
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北京在住期の鳥居龍蔵

林耀華著『涼山夷家』


